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	公開　
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	会議概要・結果等
	＜概要＞

　　平成８年から据え置きである議員報酬について，次のとおり減額改定する諮問案を市長から会長に提出した。

　　議　長　　426,000円　→　405,000円（▲4.93％）

　　副議長　　385,000円　→　366,000円（▲4.94％）

　　議　員　　359,000円　→　342,000円（▲4.74％）

　　事務局より，諮問理由を次のとおり説明。

　　平成18年度より，三役及び一般職の給与が引き下げられる。また，他団体議員報酬との比較や市の財政状況などにより，議員報酬を引き下げる（平成17年度までの特例による減額措置ではなく，条例による本則報酬額の引き下げ）。

　　小幡議長及び神田議員より，議会の意見を次のとおり説明。

現在の特例減額措置（▲3％）や次期任期からの定数削減（▲5人）により人件費削減に対応しているので，任期が残り1年の今ではなく，改選後に報酬減額を検討するべき。また，議員活動と生活を保障する上で，現在の報酬は決して高いわけではない。

議会として今回の諮問案に賛成しているわけではなく，答申を持ち帰り，議会で審議する。

＜結果＞

　　報酬改定について諮問案どおり答申する。三役給料改定の答申と同様，付帯事項として行財政改革の一層の推進を要望する。
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